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本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 達成状況 

評

価 
成果と課題 

安
全 

地域での安全に

つながる防災教

育 

・①生徒が、発災時の具体
的な行動を理解してい
る。 

 
 
 
 
 
 
・②職員が、発災・緊急時
にとるべき行動を把握
している。 

①アンケートにおい

て「できた」と回答

した 

教 員  94.7％ 

保護者 92％ 

生 徒  99％ 

 

②アンケートにおい

て「できた」と回答

した 

 教 員  100％ 

Ａ 

・田農との合同防災訓練やジュ

ニア防災士養成講座の実施な

ど、災害を自分事として捉え

体験的に取り組める授業が充

実していた。 

・避難訓練では、形式的な避難

行動に留まらず、各教員が担

当場所からの経路の安全性を

見直し、一次避難地を新たに

設定するなど改善が行えた。 

・家庭での備蓄や家具固定、居

住地区における避難場所など

のプリントを持ち帰り、保護

者とも情報共有ができた。 

・防災学習は大切。これまでの

教材を共有し、授業に活用し

ながら継続していきたい。 
       安

全 

      安
全 

誰もが安心して通

える学校 

・①職員や生徒が、互いの
良さや苦手を認め、寄
り添う姿勢や称賛の言
葉を用いて関わってい
る。 

 
 
 
 
 
・②校内の情報や物品がシ

ンプルに機能的に整理
されている。 

①アンケートにおい

て「できた」と回答

した 

教 員  100％ 

保護者  96.6％ 

生 徒   91％ 

 

 

②アンケートにおい

て「できた」と回答

した 

 教 員 73.7％ 

Ｂ 

・養護教諭の尽力により、健康

面での指導が充実した。引き

続き、家庭や地域生活にも返

し連携を図りたい。 

・スクールサポーターから定期

的に情報を得ることで、安全

指導も充実してきている。 

・多くの生徒が学校を楽しみに

しているが、人間関係や生活

リズムの面で悩みを抱える生

徒もいる。本人や家庭に寄り

添い、背景を十分に理解した

上で、安心できる校内体制作

りや地域における最適な居場

所へのつなぎを継続したい。 

・教室や廊下の掲示物などの情

報整理、デジタルデータの管

理が少しずつ進んできてい

る。最適化できるよう、引き

続き環境整備を行いたい。 

・ＰＣ室や相談室、作業棟など

の使用を工夫して、空間の有

効活用や構造化をより進めら

れると良い。 
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専
門 

多面的な生徒理

解と生徒自身の

自己理解への支

援 

①作業学習をはじめとす

る学習場面において、

生徒が主体となって活

躍している。 

①アンケートにおい

て「できた」と回答

した 

教 員   89.5％ 

保護者  100％ 

生 徒  99％ 

Ｂ 

・ICTの活用により、生徒の多様

な表現方法を拾い上げ、意見

の吸い上げを行うことができ

た。更なる活用を進めたい。 

・生徒の情報について、学年を

超えて日常的に情報交換を行

うことで、学年を越えた理解

や指導に繋がった。 

・研修を通して、生徒自身が課

題を発見することやその解決

に向けた主体的な学びについ

て、教師側の意識が高まった。 

・作業学習では、終日作業が始

まり、一日を通して働く経験

を積めるようになり、他団体

との協働場面も広がった。今

後、協働機会の飽和状態によ

る準備不足が心配されるた

め、交流機会の精選について

検討していきたい。 
 

         専
門 

  

専
門 

          専
門 

  個に応じた適切な

進路決定 

・①生徒が、勤労観や職業
適性について理解を
進めている。 

 
 
 
 

②保護者が、進路選択や

職場実習の価値を重視

し、協力している。 

①アンケートにおい

て「できた」と回答

した 

教 員 100％ 

保護者  96.6％ 

生 徒  89％ 

 

②アンケートにおい

て「できた」と回答

した 

 教 員  100％ 

保護者  96％ 

Ｂ 

・キャリアパスポートを作成し

活用することで、生活や学習、

実習などを繋げて考えること

ができ、生徒主体の学びに向

かっている。更なる有効活用

を進めていきたい。 

・金銭を含めた自己管理など、

生活面での支援や指導も、情

報提供を含めて更に充実させ

ていきたい。 

・保護者への進路情報提供を充

実させることで、本人を含め

て家庭の協力を得ながら進路

指導を進めることができた。 

・１年生の短期実習など、最適

な実施時期を検討していきた

い。また、保護者向けの進路

説明会の設定など、家庭と連

携するための工夫を引き続き

進めていきたい。 
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連
携 

関係諸機関とのつ

ながりを大切にし

た切れ目のない支

援と指導 

・①職員が、生徒や保護者
のニーズを把握し、必
要に応じて面談や関
係者会議を実施して
いる。 

 
 
 
 
・②保護者が、生活安定や

地域安全の価値を重
視し、支援している。 

①アンケートにおい

て「できた」と回答

した 

教 員 100％ 

保護者 100％ 

 

②アンケートにおい

て「できた」と回答

した 

 教 員  100％ 

保護者  92％ 

 

Ａ 

・出身中学校や保護者、地区行

政等との綿密な情報共有を行

うことができた。 

・必要に応じて保護者や市町の

福祉課とも連携をとり、適宜、

関係者会議を実施することが

できた。 

・中学校からの進路相談や卒業

後の就業促進会議など、必要

な時期に十分な情報共有がで

きた。 

・生徒指導案件などは、時期的

なものなどから予測して、予

防的な指導も進めることがで

きた。 

連
携 

生徒の自立と輝

き に 向 け た 共

生・共育 

・①生徒が、田方農業高校
との共同学習や行事
をはじめ、外部人材と
の交流学習に積極的
に参加している。 

・ 
 
 
 

 
②学校運営協議会から具
体的な支援を得てい
る。 

①アンケートにおい

て「できた」と回答

した 

教 員 100％ 

保護者  93.3％ 

生 徒  91％ 

 

 

②アンケートにおい

て「できた」と回答

した 

 教 員  100％ 

Ｂ 

・陶芸や調理などの技術指導に

加え、防災指導や主権者教育

など、幅広く外部人材から知

識を得る機会があった。 

・エスウェルフェスやトマト祭

など地域の行事や祭などに参

加し、作業製品の販売などで

地域貢献することができた。 

・同年代をはじめ、いろいろな

立場の方々とのコミュニケー

ション機会が充実していた。 

・交流の回数が増え、量に対す

る質の確保が難しくなってき

ているため、それぞれの交流

の意義を確認し、精選してい

きたい。 

・学校運営協議会から、学校見

学の時にその場で直接アドバ

イスをいただき、すぐに指導

に活かすことができた。 

・学校運営協議会との連携によ

り、外部団体との有意義な協

働場面が増えた。 
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チ
ー
ム 

働きがいのある職

場 

①職員が、本校事務室か
らの連絡を適時に確
認し、連携している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
②職員が、時数管理や行
事計画の工夫などによ
り、生徒と向き合う時
間や教材研究の時間、
情報共有の時間を確保
している。 

①アンケートにおい

て「できた」と回答

した 

教 員  94.8％ 

 

 

 

 

 

 

②アンケートにおい

て「できた」と回答

した 

 教 員 100％ 

Ａ 

・本校事務室から、掲示板など

を通して書類の書き方や期限

などの丁寧な通知があり、前

もって計画的に事務手続きの

準備を進めることができた。 

・掲示板や COCOOの活用が進み、

印刷や配布、アンケートの回

収、集計などの業務改善がま

すます進んでいる。 

・サーバーの階層やフォルダが

整理され、データ活用が進ん

だ。写真データの引越なども

あったが、情報課がスムース

に進め、業務の滞りがなかっ

た。 

・ＰＴＡ活動にデジタル機器を

取り入れることで、仕事の手

間が減り、データ作成などの

分担もしやすくなった。 

・一部の保護者の中にはＰＴＡ

活動を負担に感じている方も

いる。家庭環境や時代の変化

等に合わせて、活動の更なる

精選を検討したい。 

・学年内や作業班内での調整が

進み、教材研究や生徒の情報

共有に充てる時間が以前より

もてるようになった。 

・放課後の会議や部活動指導な

ど、運営の改善に向けて引き

続き案を練っていきたい。 

 


